
解説

善意の献血から製造される輸血製剤は高額で有効期間の短い特定生物由来製品です。供給基
地から遠方の当大学病院は輸血製剤の緊急輸送に時間を要するため備蓄や予約注文が多く廃
棄が多い現状のため，その減少に努めています。
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自己点検評価

輸血部では輸血用血液製剤の廃棄減少に尽力しています。平成26年度から廃棄金額・廃棄率と
もに減少を達成しておりましたが、令和2年度は新型コロナウイルス感染症まん延状況のため、手
術予定の変更をはじめとする輸血準備量/使用量の調整に難渋し廃棄金額・廃棄率が増加してし
まいました。今後は、一層のきめ細やかな準備状況を提供し、再度の削減に努力します。

定義

金　額：各年度１年間に廃棄となった輸血製剤の金額（円）
廃棄率：各年度１年間に廃棄となった単位あたりの廃棄率（％）
※平成29年度より追加した項目

算式

金　額：廃棄金額
廃棄率：廃棄単位／購入単位


